
IIS

曾

　

國

藩

　

の

　
　
　
　

其

　

一

行
球
仁
弟
左
右
三
十
日
巳
刻
哨
探
川
報
賊
船
已
至
青
山
師
営
」

各
畳
出
障
進
剣
該
逆
前
陳
已
至
毒
山
上
十
里
之
長
嶺
我
」
軍
白

西
岸
下
賊
船
自
西
岸
斜
波
至
束
一
字
聯
尾
而
」
進
領
隊
者
篤
抱

苫
前
回
去
年
余
之
坐
船
也
張
三
扇
風
」
帆
而
上
諦
船
亦
皆
張
帆

乗
北
風
上
犯
勢
甚
凶
猛
北
ハ
意
欲
」
従
東
岸
上
１
　
包
抄
我
軍
後
尾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

握
？
・

幸
我
軍
久
紺
戦
陣
毫
」
不
畏
怯
印
従
西
岸
急
漿
口
下
賊
自
上
行

我
白
下
行
」
賊
屡
放
鮑
我
軍
一
畑
不
放
直
至
下
青
山
我
軍
斜
行

魚
」
貫
向
東
将
包
抄
賊
船
之
後
始
行
間
畑
湖
面
大
寛
我
軍
包
」

抄
下
游
尚
未
開
海
賊
舟
業
已
慌
既
浙
拘
東
岸
退
下
我
」
軍
攻
開

浙
近
１
　
早
兪
Ｔ
緊
賊
之
領
障
施
否
船
亦
頌
既
川
」
奔
我
軍
蓋
十

船
近
前
閲
之
該
逆
見
勢
不
能
逃
乃
以
長
」
龍
三
敗
数
号
接
渡
胤
ハ

頭
目
登
岸
而
以
小
刻
前
来
救
護
」
施
僻
我
軍
笛
命
力
９
　
竟
将
此

蔀
奪
穫
亦
一
読
凛
外
」
叉
奪
長
龍
一
万

手

　

翰

筒
該
逆
大
原
奔
」
逃
追
至
鮭
仙
以
下
因
時
已
上
燈
逡
行
敷
除
問

紅
霞
川
老
」
公
有
十
三
日
典
此
次
之
戦
水
師
所
有
起
色
然
水
賊

凶
悍
未
」
可
梢
訪
大
憲
隋
屈
各
公
官
歩
々
騨
恨
不
可
侍
一
二
戦

之
勝
」
微
致
鎬
衿
口
内
有
礁
辨
事
宜
閲
具
於
後

一
軍
中
望
火
約
至
１
　
迫
切
五
月
一
ヤ
月
之
内
僅
解
氷
莉
」
七
千

除
斤
ざ
泌
大
少
現
在
夏
世
柏
解
約
恂
未
到
康
部
速
到
」
亦
不
過

供
二
出
戦
之
用
務
望
田
生
注
解
新
二
萬
斤
床
管
決
不
」
可
少
至

切
至
要
接
此
信
後
十
日
内
無
雨
批
萄
到
公
邸
係
後
」
路
恨
台
之

咎
也
望
胆
士
翁
切
箆
商
之

一
次
吉
前
請
進
攻
義
寧
咋
接
中
荒
函
吝
義
寧
兵
カ
ピ
敷
」
剣
辨

次
青
白
無
心
前
去
而
湖
口
東
岸
急
派
陸
兵
進
攻
若
」
将
二
十
五

哨
同
去
康
郡
無
陸
兵
殊
不
爰
也
若
に
ヅ
去
則
湖
口
悍
賊
」
未
町
忽

覗
非
二
十
五
哨
不
狐
功
羅
山
兄
不
知
尚
在
省
否
望
」
呉
之
熟
商

調
唐
義
渠
之
訓
字
勇
胆
劉
硲
軒
之
五
哨
同
来
守
」
康
郡
則
次
青

付
李
蒋
合
二
十
五
哨
皆
可
渡
至
東
岸
別
邸
」
昌
湖
口
之
賊
１
　
時
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妬

　

狸
不
可
失
也
不
然
水
師
縦
幸
而
誕
服
紗
不
」
能
打
破
湖
口
大
局

７

　

う
Ｅ
屯
’
¨
¨
’
帰
山
判
義
・
習
不
当
湖

　
　

タ
封
‐
ｐ
‐
吉
風
穴
失
愧
介

　
　
　

一
間
後
路
浪
台
辨
有
鳥
鎗
袷
鎗
現
在
小
副
子
四
十
雙
倶
」
已
修

　
　

好
．
誤
用
指
鎗
四
千
行
望
仙
中
淫
行
解
来
鳥
鎗
亦
」
帯
解
散
十
悍

　
　
　

一
畳
中
根
台
太
官
企
無
応
節
如
昨
日
付
八
凹
抱
畳
船
本
」
庶
賞
銭

　
　

数
百
千
亦
以
大
官
而
罷
望
設
法
再
ご
銀
二
三
千
俳
」
符
以
詣
不

　
　

時
之
需

　
　
　

一
前
信
要
１
　
檄
文
及
剃
頭
刀
筒
接
足
下
復
古
訓
赳
Ｗ
」
辨
米
何

　
　

以
至
今
未
到
訪
速
辨
俳

　
　
　
　
　

以
上
各
條
均
術

　

査
閲
淫
辨
井
候

　
　

助
安

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

曾

　

囚

　

徘

　

頓
首

　

初
一
日
午
淵

　
　
　

介
文
正
公
参
柚
巻
六
「
水
師
訟
伏
が
同
氏
船
摺
」
婉
大
‥
一
五
年
六
月
十

　
　
　

二
日

　

參
叩

　
　
　
　
　
　

北
八

　

二

　
　

ド
球
仁
弟
左
右
初
七
日
接
・
到
初
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‘

　
　

手
沁
具
悉
一
切
庖
覆
之
件
開
列
如
左

　
　

一
中
丞
憲
調
平
勇
由
武
寧
進
訓
義
寧
而
令
４
　
市
に
ゾ
篤
」
休
息
以

　
　

鎧
攻
訓
潤
口
之
川
此
典
鄙
人
本
意
極
篤
相
介
惟
李
蒋
ト
劉
三
符

無
人
統
領
略
嫌
散
漫
恐
不
足
以
富
一
路
擬
令
李
次
」
青
帯
十
五

哨
井
派
蒋
燐
之
五
哨
同
由
武
七
二
路
進
攻
屁
」
寧
留
李
貿
秋
五

哨
防
守
南
康
彷
劉
硲
軒
店
義
引
」
各
帚
本
管
飛
速
来
康
一
同
防

守

　
　
　
　
　
　
　
　

’

一
梁
山
兄
じ
咎
致
疾
㈲
誉
め
亦
多
病
白
斑
在
省
城
休
」
息
数
日

待
観
縦
徴
気
に
ｙ
愈
各
勇
疾
痛
漸
減
印
可
由
」
省
坐
船
来
至
康
郡

之
對
岸
登
陸
以
便
由
徐
家
埠
進
攻
湖
ロ

ー
姚
石
樵
身
徴
疹
愈
務
催
共
赳
‐
砲
位
如
尚
未
全
愈
」
此
事
眼

可
令
匠
人
昌
之
各
工
匠
鎔
造
脱
多
且
久
断
無
一
」
尉
不
然
る
之
理

４
　
　
須
多
辨
泥
模
１
　
其
乾
透
稲
作
昨
日
」
前
誉
倣
回
二
百
庁
釦
砲

二
舘
共
兜
上
有
小
限
走
火
刑
水
」
浪
入
則
水
従
小
限
溢
出
不
知

係
泥
根
未
政
之
咎
抑
別
府
」
他
故
耶
各
管
亦
言
仔
細
白
総
雨
戦

之
後
仰
有
小
眼
漏
火
考
現
筋
将
漏
」
火
之
砲
解
川
省
城
令
局
中

重
貼
一
次
」
望
先
舎
石
樵
良
昭
工
匠
於
兜
上
哲

一
酒
唸
二
百
介
甚
好
而
木
蓋
太
草
減
不
可
用
所
方
檄
」
が
告
示

等
件
何
以
至
今
未
到
眺
於
四
月
十
三
日
専
薗
請
」
辨
竹
旅
告
示

迄
今
已
満
削
月
井
不
照
辨
去
年
各
告
示
亦
不
」
刷
印
子
大
軍
事

較
生
絞
泉
在
管
二
年
胡
遅
よ
若
此
務
印
超
辨
無
再
延
途

　

以
上
各
條
望
前
前
二
條
先
告

　

中
水
及
維
観
察
僕
」
日
内
再

　

有
書
致
雨
處
也
４
　
山
能
末
湖
之
東
岸
則
饒
」
州
曹
守
不
篤
孤
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117

　

軍
東
路
乃
可
放
心
了
節
不
可
一
ｌ
部
候

刻
佳

　
　
　
　
　
　
　
　
　

曾

　

國

　

藩

　

頓
首

　

六
月
初
八
日

　

（
成
豊
五
年
六
月
初
八
日
）

　
　
　
　

其

　

三

忖
球
仁
弟
左
右
十
二
日
派
水
師
中
畳
及
李
逢
春
新
招
之
」
小
刻

四
十
琥
四
皿
　
　
″
叉
滅
李
賓
秋
祭
陸
勇
三
百
除
人
同
往
」
徐
家
障

剣
賊
是
夜
宿
馬
家
堰
十
三
日
水
陸
並
進
該
匪
」
不
過
三
百
配
人

竟
敢
川
陳
五
里
先
来
撲
優
我
陸
軍
狗
未
」
淫
到
水
師
即
行
登
岸

賊
先
放
排
鎗
二
輪
我
軍
後
」
放
拾
鎗
撃
弊
数
賊
該
匪
立
印
敗
走

我
水
師
不
満
」
二
百
人
窮
追
三
百
配
賊
直
至
徐
蜜
埠
市
上
各
巣

之
賊
」
一
併
狂
奔
陸
軍
亦
已
趨
到
殺
鍵
十
餓
人
生
檎
七
」
人
□

獲
旗
幟
軍
械
鴎
文
倦
将
近
二
百
件
小
河
内
」
賊
船
近
百
琥
一
律

焚
哉
有
此
一
雅
則
南
康
老
管
」
不
患
那
昌
賊
舟
擾
我
上
游
矣
昨

接
萬
荊
綸
少
宰
」
各
薗
所
辨
浙
藍
章
程
殊
不
爰
善
茲
切
賓
菌
復

専
」
人
這
省
由
馴
六
百
里
速
覆
也
其
往
雨
各
井
筋
承
」
抄
仝
途

交
華
翁
士
翁
旋
軒
兄
處
日
内
部
鐙
省
」
矣
漫
兄
倣
不
赴
湖
北
之

任
下
次
再
富
入
奏
謝
秋
汀
」
兄
處
已
作
書
鳴
謝
耳
印
候

　

日
安

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

國

　
　
　

藩

　

頓
首

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寸
Ｈ
ｉ
ｎ
?

（
「
溥
城
水
陸
雨
軍
接
収
情
形
摺
」
戌
豊
五
年
七
月
初
六
日

　

參
照
）

　
　
　
　

其

　

四

計
球
仁
弟
左
右
連
日
北
風
計

子
大
輿
部
萬
諸
君
可
安
抵
章
門
次
」
青
時
よ
思
渡
湖
剽
賊
選
得

初
三
佳
日
」
良
時
既
篤
大
風
所
阻
初
四
風
力
梢
微
」
抜
管
登
舟

甫
経
解
縄
狂
風
大
作
」
旅
印
折
回
鍋
帳
衣
被
無
一
腰
乾
好
者
」

初
五
六
七
叉
連
日
大
風
余
力
阻
其
不
復
束
」
渡
而
次
青
之
意
猫

快
―
也
現
定
請
塔
」
公
東
剣
湖
口
附
片
陳
奏
如
天
之
禰
」
羅
山

至
義
寧
攻
剣
得
口
劉
間
奏
移
守
」
九
江
則
爰
善
耳
咋
鮮
来
之
砲

十
五
尊
中
」
有
七
尊
漏
水
灼
之
後
身
皆
有
黒
銅
庖
」
痕
前
肢
回
之

二
尊
頃
由
魏
蔭
庭
帚
釆
」
既
米
重
結
亦
米
粘
補
完
好
殊
属
有
心

玩
」
誤
本
擬
即
行
居
參
因
其
人
篤
士
良
」
兄
所
夙
賞
僕
亦
器
重

其
才
故
作
印
詳
」
告
士
兄
求
其
居
筋
而
譚
催
也
狐
厚
」
兄
所
造

各
船
甚
烏
合
用
各
１
　
船
隻
」
多
被
大
風
損
壊
咋
又
至
厚
兄
取
船

十
四
」
哭
望
催
且
ハ
速
１
　
篤
荷
今
年
風
暴
極
」
多
敗
船
不
堅
久
厚

兄
處
僅
有
舶
板
二
十
琥
」
不
慟
更
換
之
用
将
来
恐
須
設
法
添
造

舶
板
所

足
下
一
烏
ぺ
・
．
及
茲
専
戈
什
吟
途
加
至
省

足
下
或
先
用
水
涙
脆
一
試
再
行
交
局
可
也
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認

　

諸
惟

ｊ
ｌ

　
　

心
照
印
候

　
　

日
性

曾

　

國

　

瀋

　

頓
首
．
七
月
七
日

（
「
杵
移
瀕
軍
介
勁
湖
口
片
」
ぱ
押
ご
五
年
七
月
六
日

　

參
照
）

あ
と
が
き

　

昭
和
十
三
年
４
　
ニ
月
蕪
湖
に
ゐ
た
こ
ろ
、
大
農
に
出
て
ゐ
た

分
隊
の
祀
察
を
命
ぜ
ら
れ
て
こ
ゝ
に
旬
日
を
蜘
し
た
こ
と
が
か

っ
か
・
そ
の
こ
ろ
０
安
に
偕
夜
今
代
な
川
向
ふ
に
は
銃
腔
ま
た

絶
之
な
か
っ
か
七
城
０
内
は
た
ま
に
拳
銃
の
昔
が
歩
哨
を
緊

張
さ
す
く
ら
ゐ
で
ま
づ
ま
づ
治
安
は
恢
復
し
て
ゐ
た
。
か
う
な

る
と
古
い
。
町
だ
け
に
、
古
物
屋
が
も
う
す
ら
り
と
店
を
遥
べ
て

ゐ
る
０
は
ブ
て
の
こ
ろ
０
杭
州
の
街
に
も
匹
敵
す
る
も
の
が
あ

っ
た
。
も
っ
と
も
、
そ
れ
ら
は
復
蕉
と
い
は
ん
よ
り
は
、
に
は

か
商
か
多
い
の
か
も
知
れ
な
か
っ
た
。
ど
さ
く
さ
ま
ぎ
れ
に
そ

ん
な
品
物
は
却
っ
て
集
ま
り
が
い
気
ら
し
く
、
眼
の
な
い
軍
人

さ
ん
と
い
ふ
よ
い
か
得
意
か
１
　
る
か
ら
で
も
あ
ら
う
。
筆
者
が

こ
の
呑
二
月
初
丿
削
溥
銀
に
劉
承
幹
ｏ
嘉
業
堂
を
や
っ
と
探
し

て
訪
ね
た
折
に
、
い
と
も
む
ざ
ん
に
荒
ら
さ
れ
た
一
つ
ら
部
屋

が
目
に
っ
い
た
の
で
、
そ
れ
を
質
ね
る
と
、
そ
こ
に
は
書
書
骨

革
が
蔵
っ
て
あ
っ
た
０
で
、
’
土
地
０
案
内
知
っ
た
者
ど
も
が
、

わ
れ
先
に
と
特
出
し
た
ん
だ
と
い
ふ
番
頭
０
設
明
で
あ
っ
た
。

又
こ
抑
座
五
・
月
、
杭
州
且
几
坊
０
め
る
古
物
商
に
雖
定
言
０
大

幅
の
っ
る
さ
れ
て
あ
る
０
を
見
出
し
て
求
め
よ
う
と
思
ふ
と
、

と
て
も
財
布
に
相
談
０
出
来
ぬ
こ
と
を
言
ふ
。
だ
が
執
著
も
だ

し
が
た
く
、
同
僚
か
ら
く
め
ん
し
て
翌
日
行
っ
て
み
た
ら
、
上

０
　
の
骨
黄
海
が
も
う
賀
っ
て
行
っ
た
と
い
ふ
挨
拶
に
が
っ
か
り

し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
ん
な
糾
験
か
ら
し
て
、
動
既
０
際
、

さ
う
し
た
品
々
の
動
き
方
七
言
へ
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
が

こ
の
尺
膿
の
場
合
は
ま
た
一
種
い
も
０
で
め
っ
た
や
う
だ
。
安

座
０
銀
座
通
り
と
で
も
言
ぴ
た
い
と
ご
ろ
、
街
の
名
も
店
の
名

も
忘
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
こ
ぎ
た
な
い
み
せ
っ
き
な
が
ら
、
人

品
い
や
し
に
か
ら
ぬ
感
じ
の
よ
い
主
が
ゐ
た
の
で
、
滞
在
中
雨
三

度
遊
び
に
出
掛
け
た
。
あ
る
日
「
何
か
大
名
家
の
于
札
で
も
な

い
か
」
と
尋
ね
る
と
、
コ
寸
待
っ
て
く
れ
、
知
人
が
持
っ
て
ゐ

る
も
の
か
お
る
か
ら
」
と
言
う
て
出
て
行
っ
た
が
、
や
が
て
五

生
そ
こ
く
０
こ
れ
ま
た
人
品
い
や
し
が
ら
ぬ
一
人
を
連
ご
た

っ
て
来
た
。
そ
の
男
が
打
っ
て
来
た
も
０
の
一
つ
が
印
ち
こ
の

尺
胎
な
の
で
あ
る
。
筆
竹
は
そ
の
時
の
雰
剛
気
か
ら
、
こ
の
御
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仁
は
生
活
の
資
に
窮
し
て
、
父
祖
傅
来
の
も
の
を
喪
る
０
で
は

な
い
か
と
直
感
し
、
ど
う
せ
そ
ん
な
こ
と
も
あ
る
で
あ
ら
う
と

狽
り
き
め
て
、
そ
ゞ
ろ
気
０
毒
に
思
う
か
。
こ
の
男
は
こ
の
外

に
姚
嫡
傅
の
肉
筆
と
搦
す
る
法
帖
と
、
も
う
一
つ
彭
玉
聊
め
尺

檀
と
、
誰
０
か
判
じ
か
ね
る
が
な
か
く
よ
く
書
け
て
ゐ
る
手

札
散
葉
と
を
一
帖
に
し
た
も
の
と
都
合
三
鮎
を
持
っ
て
来
て
ゐ

た
。
支
那
桐
の
板
表
紙
を
つ
け
た
堂
々
た
る
一
帖
、
披
け
て
見

て
驚
い
だ
曾
國
藩
と
あ
る
。
讃
ん
で
み
て
更
に
喜
ん
だ
。
そ
れ

は
彼
が
南
康
今
０
星
子
０
老
管
に
頑
張
っ
て
、
水
陸
両
軍
を
指

揮
し
て
奮
闘
し
て
ゐ
た
と
き
の
も
の
で
お
る
・
脱
攻
戦
争
も
Ｏ

な
の
だ
。
傍
に
人
の
ゐ
る
み
も
忘
れ
て
ひ
と
と
き
讃
み
耽
っ
た

の
で
あ
る
。

　

そ
も
く
筆
者
に
曾
國
辞
へ
の
興
味
を
植
付
け
て
下
さ
っ
た

の
は
小
島
先
生
で
あ
っ
た
こ
と
を
書
き
落
し
て
は
な
ら
ぬ
。
も

う
十
幾
年
前
の
こ
と
、
お
宅
で
雑
談
０
折
に
、
何
の
き
っ
か
け

か
ら
で
あ
っ
た
か
談
曾
國
藩
に
及
ん
で
、
彼
が
陣
中
で
周
帽
を

讃
ん
で
ゐ
た
と
い
ふ
お
話
こ

と
こ
ろ
が
あ
っ
て
面
白
い
と
い
ふ
お
話
な
ど
承
っ
た
。
そ
の
こ

ろ
は
た
ゞ
彼
０
學
を
好
む
こ
と
篤
い
０
に
感
服
し
な
が
ら
も
、

一
頭
、
支
那
の
戦
争
は
そ
ん
な
呑
気
な
こ
と
が
出
来
た
も
の
か

　

｀

　

゛

　

』

　
　

一
。
一

　
　

゜

　
　
　

一
四

　
　

｀

　

一

　
　
　
　
　
　

一

し
ら
、
も
っ
と
も
司
令
官
で
は
あ
る
が
、
或
は
員
に
人
物
の
偉

さ
に
よ
る
か
０
か
し
ら
、
興
味
や
ら
疑
問
や
ら
、
い
つ
ま
で
も

脳
裏
を
去
ら
な
い
で
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
さ
て
身
親
し
く
戦
場

を
か
け
め
ぐ
る
と
た
る
と
、
何
ほ
ど
暇
が
あ
っ
て
も
そ
れ
は
容

只
な
こ
と
で
は
な
い
と
わ
か
っ
て
、
そ
れ
だ
け
で
も
仰
慕
の
念

い
や
ま
し
て
ゐ
た
上
に
、
あ
の
殴
と
は
逆
の
Ｊ
Ｉ
ス
を
戦
ひ
進

ん
で
ゐ
る
今
０
境
遇
、
ま
だ
廬
山
馬
陥
ち
て
ゐ
な
い
、
南
昌
も

早
晩
や
ら
ね
ば
な
る
ま
い
、
さ
う
す
れ
ば
掲
公
等
の
活
躍
舞
壹

も
や
が
て
こ
の
あ
た
り
に
も
移
る
で
あ
ら
う
、
慄
想
は
い
っ
し

か
現
査
味
を
帯
び
て
来
て
、
興
味
津
々
た
る
も
０
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
果
せ
る
哉
、
十
四
年
三
月
某
日
、
。
南
昌
攻
略
の
命
下

　

り
、
ぴ
と
奎
づ
集
結
し
た
０
が
こ
０
南
康
で
あ
０
　

　

見
れ
ば
殆
ん
ど
肘
墟
と
化
し
て
は
ゐ
た
が
、
そ
こ
か
し
こ
砲

　

弾
に
０
　
し
が
れ
た
桃
に
も
花
は
暖
い
て
ゐ
る
。
城
外
の
菜
Ｏ

　

花
も
盛
り
で
あ
る
。
た
し
か
朱
晦
庵
も
一
時
こ
Ｘ
に
来
て
ゐ

　

た
こ
と
が
あ
っ
た
な
、
陶
淵
明
の
郷
里
も
ほ
ど
ち
か
い
で
は

　

な
い
か
と
、
ま
た
一
人
な
つ
か
し
さ
を
畳
え
る
。
雙
眼
鏡
で

　

見
上
げ
る
廬
山
の
谷
間
に
は
、
水
汲
む
敵
兵
の
影
が
認
め
ら

　

れ
夜
襲
の
警
戒
は
蔽
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
災
城
鍾
で
は
學

　

生
軍
が
頑
強
に
抵
抗
し
て
苦
戦
し
た
こ
と
。
た
ふ
れ
か
ゝ
る
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兵
除
二
人
を
雨
肩
に
か
け
て
滴
湖
０
敵
前
渡
渉
に
九
死
に
Ｉ

　
　

て
、
「
大
人
な
ん
ぼ
」
と
か
切
り
出
す
。

　

生
を
得
た
こ
と
。
修
水
を
潮
っ
て
義
寧
に
向
っ
だ
と
き
な
ど

　

水
が
良
く
て
舟
を
押
し
て
行
っ
た
こ
と
。
そ
の
迫
の
水
が
前

　

く
て
、
山
に
は
松
、
杉
な
ど
さ
へ
も
茂
っ
て
ゐ
る
の
に
み
な

　

内
地
七
懐
し
ん
だ
こ
と
。
傾
江
を
湖
っ
て
南
昌
に
突
進
し
た

　

が
途
中
機
雷
や
木
柵
の
障
害
物
に
な
や
ま
さ
れ
た
こ
と
。
都

　

昌
附
近
０
小
島
で
吉
宏
し
て
ゐ
た
敵
の
監
観
兵
を
つ
か
ま
へ

　

た
こ
と
。
西
瓜
と
り
に
行
っ
た
こ
と
、
豚
狩
り
に
行
っ
た
こ

　

と
、
難
民
に
囃
と
柴
を
甘
が
ま
れ
た
こ
と
。
今
や
こ
の
尺
留

　

は
さ
な
が
ら
筆
者
の
く
れ
ど
も
っ
き
ぬ
想
ひ
出
０
い
と
ぐ
ち

　

で
は
あ
る
。

　

か
う
な
ぷ
と
皆
物
で
あ
る
、
む
し
や
う
に
ぽ
し
く
な
っ
た
。

「
拾
れ
だ
け
で
い
く
ら
か
」
、
と
七
の
’
一
帖
を
問
ふ
と
、
「
困
塊
五
」

と
い
ふ
。
二
度
ビ
ッ
ク
リ
で
あ
る
。
そ
０
こ
ろ
骨
帯
屋
は
日
本

Ｏ
ｙ
人
さ
ん
が
一
番
よ
い
む
得
意
で
あ
る
と
い
っ
て
ゐ
た
・
さ

う
し
た
も
０
を
質
ふ
除
硲
の
あ
る
の
は
日
本
軍
人
し
か
な
い
認

め
ば
か
り
で
は
な
い
、
要
す
る
に
眼
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ

れ
で
さ
て
資
買
と
な
る
と
、
始
め
に
も
の
す
ご
く
ふ
っ
か
け
ら

れ
る
。
「
大
１
　
、
大
１
　
」
、
と
頭
を
振
る
と
、
だ
ん
く
せ
り
下

げ
て
、
最
後
に
「
悠
的
な
ん
ぼ
」
と
か
、
一
寸
お
上
手
を
言
う

　
　

そ
０
頃
支
那
商
人
は
よ
く
な
ん
ぼ
と
い
ふ
言
葉
分
使
っ
て

　

ゐ
た
が
、
こ
れ
は
熊
本
師
剛
の
蓬
田
０
教
へ
た
言
葉
で
は
な

　

い
か
と
思
ふ
。
熊
本
師
因
は
そ
の
勇
猛
賓
に
敵
を
震
骸
さ
せ

　

て
ゐ
た
の
は
事
賓
で
あ
る
が
、
員
物
の
方
に
も
相
常
だ
腕
を

　

振
っ
た
も
の
か
-
ｉ
)
~
^
思
ふ
。
も
っ
と
も
長
崎
邸
上
海
と
い
ふ

　

冗
談
も
聞
い
た
か
ら
、
と
も
か
く
九
州
人
が
し
つ
け
た
言
葉

　

ら
し
い
。
想
像
に
過
ぎ
な
い
が
。

　

そ
ん
な
手
管
に
な
れ
て
く
る
と
、
こ
ち
ら
Ｉ
田
い
０
　
切
っ
て
値

切
り
倒
す
０
で
あ
る
が
、
最
後
に
「
好
々
こ
と
手
七
う
た
れ
て

結
局
買
は
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
こ
れ
で
ゐ
て
い
χ
が
得
意
な

の
だ
か
ら
、
そ
ら
恐
し
く
な
る
し
、
し
て
や
ら
れ
た
く
や
し
さ

も
感
す
る
の
は
度
々
で
あ
る
。
い
ま
の
場
合
あ
ま
り
に
あ
っ
さ

り
し
過
ぎ
る
。
い
や
な
駈
引
も
や
ら
ぬ
。
「
こ
０
御
仁
は
こ
の

も
の
０
ね
う
ち
が
よ
く
わ
が
ら
ぬ
」
、
と
思
う
て
も
み
る
が
、

く
だ
く
し
く
説
明
す
る
限
り
で
も
た
い
。
早
速
、
十
塊
銭
き

ば
っ
て
、
仝
部
員
取
る
こ
と
に
し
た
。
仲
介
の
主
は
勿
論
本
人

も
「
好
々
的
、
好
ヽ
々
的
」
で
、
茶
は
入
れ
か
へ
て
く
れ
る
、
香

煙
は
接
待
し
て
く
れ
る
、
上
磯
嫌
で
あ
る
。
竃
は
こ
ち
ら
こ
そ

。
「
謝
々
催
、
謝
々
膿
」
で
あ
る
の
だ
。

-48



　
　
　

さ
て
ま
た
今
こ
れ
を
皆
様
に
お
目
・
に
か
け
う
る
に
っ
い
て
も

　
　

小
島
先
生
の
鳶
蔭
で
あ
る
こ
と
を
記
さ
れ
ば
な
ら
ぬ
。
十
五
年

　
　

の
四
月
初
、
先
生
南
京
に
御
出
張
０
鰯
、
御
多
忙
０
中
を
わ
ざ

　
　

く
蕪
湖
ま
で
お
越
し
下
さ
っ
て
、
陣
中
の
御
慰
問
を
辱
ふ
し

　
　

た
０
で
あ
っ
た
。
ま
だ
そ
の
こ
ろ
０
蕪
湖
南
京
間
の
截
路
は
必

　
　

す
し
も
安
全
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
時
お
土
産
に
い
た

　
　

ゞ
い
た
餅
菓
子
の
う
ま
か
っ
た
こ
と
、
い
ぢ
奎
し
き
近
頃
０
こ

　
　

と
さ
ら
た
る
想
出
で
あ
・
る
が
、
ま
た
御
元
気
の
鍵
り
な
き
に
も

　
　

か
ｘ
は
ら
す
、
い
た
く
白
髪
が
目
に
っ
い
た
こ
と
、
偶
■
Ｍ
配
給

　
　

さ
れ
た
冷
凍
鯛
０
盛
焼
と
吸
物
で
中
食
を
差
上
げ
た
ら
、
意
外

　
　

の
陣
中
料
理
に
驚
か
れ
た
こ
と
だ
ど
も
想
ぴ
出
さ
れ
す
に
は
ゐ

　
　

ら
れ
ぬ
。
「
何
か
持
っ
て
諭
る
も
の
が
あ
っ
た
ら
」
と
。
０
旦
石
葉

　
　

に
あ
ま
へ
て
早
速
鳶
願
ひ
し
た
の
が
こ
れ
で
あ
っ
た
。
今
で
も

　
　

よ
か
っ
た
と
思
う
て
ゐ
る
。
と
い
ふ
’
の
は
そ
の
時
部
隊
は
も
う

　
　

襄
東
作
戦
１
　
加
０
命
令
を
受
け
て
ゐ
て
、
自
分
は
明
日
に
も
漢

　
　

ロ
ま
で
先
登
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
０
で
、
ほ
ん
０
一
歩
違
ひ

　
　

と
い
ふ
と
こ
ろ
で
あ
っ
々
。
あ
れ
以
後
持
ち
歩
い
て
ゐ
た
と
し

　
　

た
ら
、
賓
は
ど
う
な
っ
て
ゐ
た
か
知
れ
な
い
事
情
も
あ
っ
た
か

　
　

ら
で
あ
る
。
そ
の
こ
ろ
は
筆
者
に
曾
國
藩
熱
が
出
て
ゐ
て
古
本

と

　

屋
で
や
っ
と
探
し
あ
て
だ
世
界
書
局
の
曾
國
藩
全
書
を
讃
み
漁

つ
た
も
０
で
あ
る
。
先
生
を
お
迎
へ
し
た
部
屋
、
ア
ン
。
心
ラ
で

二
階
々
段
の
お
ど
り
場
を
仕
切
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
大
江

上
流
遥
？
秋
口
０
あ
た
り
ま
で
眺
望
を
ほ
し
い
ま
Ｘ
に
す
る
こ

と
が
で
『
き
、
朝
方
に
は
順
風
満
帆
、
一
斉
に
下
っ
て
来
る
幾
十

雙
０
ジ
ャ
ン
ク
の
群
に
、
そ
０
か
み
の
水
軍
の
態
勢
も
か
く
や

と
偲
ば
れ
る
、
ま
こ
と
に
よ
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

　

ざ
っ
と
こ
ん
な
わ
け
で
、
手
に
入
り
無
事
な
る
を
え
た
０
で

あ
・
る
が
、
今
ま
た
本
誌
０
一
隅
を
け
が
す
わ
け
は
、
こ
れ
が
全

集
中
の
書
札
類
に
も
な
く
。
手
書
日
記
は
丁
度
こ
の
年
あ
た
り

は
同
け
て
ゐ
る
し
、
こ
の
方
面
に
興
味
の
あ
ら
れ
る
方
々
に
史

料
と
し
て
お
目
に
か
け
て
お
い
て
ほ
と
思
ひ
っ
い
た
０
と
、
あ

く
ま
で
世
に
遺
る
べ
き
運
の
怪
い
こ
の
手
札
０
こ
と
で
あ
る
、

亡
快
を
防
ぐ
一
つ
の
手
段
に
も
と
い
ふ
筆
者
の
願
望
か
ら
で
も

あ
る
。
編
輯
子
は
こ
れ
に
つ
い
て
詳
し
い
説
明
で
も
と
い
ふ
注

文
で
も
あ
る
が
、
今
回
は
御
勘
辨
願
ふ
こ
と
と
し
た
い
。
こ
の

外
ま
だ
出
征
中
に
曾
國
瀋
に
囚
ん
だ
二
三
の
話
趣
を
も
っ
が
、

ま
た
０
機
會
に
ゆ
づ
る
こ
と
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
昭
和
十
八
年
四
月
新
美

　

寛
記
）
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